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認知症になっても安心して暮らせる社会を 
 

月刊 ＰＯＬＥ－ＰＯＬＥ（スワヒリ語） 

 

 

 

 

 

 

認知症の人と家族の会  理念 

認知症になったとしても、介護する側になったとしても、 

人としての尊厳が守られ日々の暮らしが安穏に続けられなければならない。 

認知症の人と家族の会は、ともに励ましあい助け合って、 

人として実りある人生を送るとともに、 

認知症になっても安心して暮らせる社会の実現を希求する。 
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巻
頭
言 

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
改
め
て
知
っ
て 

   

群
馬
県
支
部
が
1981
年
の
発
足
以
来
、
続
け
て

き
た
電
話
相
談
と
交
流
会
（
つ
ど
い
）
が
、
2019

年
よ
り
、
県
の
委
託
事
業
に
な
り
ま
し
た
。
や

は
り
当
事
者
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
と
の
思
い
で
続
け
て
き
た
活
動
が
、
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
並
ん
で
、
県
の
相
談
事
業
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
大
き
な

励
み
と
な
り
ま
し
た
。 

 

一
人
で
も
多
く
の
人
の
役
に
立
ち
た
い
、
と

に
か
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
県
も
印
刷
物
を

作
り
、
私
た
ち
も
「
電
話
相
談
周
知
カ
ー
ド
」

を
作
る
な
ど
、
広
報
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
あ
る
機
会
に
、
こ
の
人
で
も
知
ら

な
い
と
、
私
た
ち
の
知
名
度
は
ま
だ
ま
だ
足
り

な
い
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

残
念
で
し
た
が
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
必

要
と
す
る
人
達
に
知
っ
て
も
ら
う
努
力
を
す
る

余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
気
づ
く
機
会
を
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
、
原

点
に
返
り
、
工
夫
し
て
さ
ら
に
広
報
に
努
め
た

い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。 
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ポ
ジ
ウ
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「
コ
ロ
ナ
禍
を
振
り
返
り
、 

こ
れ
か
ら
の
認
知
症
ケ
ア
を
語
る
」 

   

こ
れ
か
ら
の
予
定 

●
８
月
19
日
（
土
）
太
田
つ
ど
い 

 
 

10
時
～
12
時 

太
田
市
韮
川
行
政
ン
セ
ン
タ
ー 

●
８
月
20
日
（
日
）
渋
川
つ
ど
い 

 
 

10
時
～
12
時 

渋
川
市
中
央
公
民
館 

（
第
３
日
曜
日
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
） 

●
８
月
27
日
（
日
）
県
央
つ
ど
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県
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セ
ン
タ
ー 
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２
０
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２
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●
全
国
統
計
（
朝
日
新
聞
6
月
23
日
付
） 

過
去
最
多 
昨
年 

18,709
人 

  

警
察
へ
2022
年
に
届
け
出
が
あ
っ
た
認
知

症
の
行
方
不
明
者
は
18,709
人
。 

（
前
年
比
1,073
人
増
）
で
、
統
計
を
取
り
始
め

た
2012
年
以
降
、
10
年
連
続
で
増
加
し
て
過

去
最
多
だ
っ
た
。
警
察
庁
が
22
日
、
発
表
し

た
。
大
半
は
そ
の
後
無
事
に
見
つ
か
っ
た
が
、

2021
年
以
前
に
届
け
出
ら
れ
た
人
も
含
め
、

2022
年
に
は
491
人
が
遺
体
で
見
つ
か
っ
た
。 

 

認
知
症
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
人
は
2012

年
の
1.95
倍
に
な
っ
た
。
2022
年
中
に
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
人
は
284
人
い
た
。 

 

2021
年
以
前
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人
も
含

め
、
昨
年
中
に
生
存
し
た
状
態
で
所
在
が
確

認
で
き
た
の
は
17923
人
、
こ
の
う
ち
、
届
け
出

を
受
理
し
た
当
日
に
見
つ
か
っ
た
の
が

77.5
％
、
99.6
％
は
１
週
間
以
内
に
見
つ
か
っ

た
。 

（
吉
沢
英
将
記
者
記
事
よ
り
一
部
抜
粋
） 

     

   

●
群
馬
県
統
計
（
上
毛
新
聞
6
月
26
日
付
） 

 

不
明
者
17
％
が
認
知
症 

 

2022
年
県
警 

直
近
５
年
で
最
高 

 

県
警
が
昨
年
１
年
間
に
把
握
し
た
行
方

不
明
者
1050
人
の
う
ち
、
認
知
症
や
そ
の
疑

い
が
あ
っ
た
の
は
185
人
で
全
体
の
17.6
％

に
上
り
、
直
近
５
年
間
で
最
も
高
か
っ
た
こ

と
が
、
22
日
、
県
警
の
ま
と
め
で
分
か
っ
た
。

県
警
は
「
要
因
は
複
合
的
で
断
定
で
き
な
い
」

と
説
明
。 

 

県
警
安
全
人
身
対
策
課
に
よ
る
と
、
行
方

不
明
者
全
体
は
2018
年
1234
人
、
2019
年
1134
人
、

2020
年
988
人
と
推
移
し
て
き
た
。
2022
年
は

5.2
％
増
の
17.6
％
だ
っ
た
。 

 

過
去
に
行
方
不
明
に
な
っ
た
人
を
含
め
、

同
年
に
所
在
が
確
認
さ
れ
た
の
は
生
存
・
死

亡
を
併
せ
て
合
せ
て
959
人
。 

（
清
水
敬
祐
記
者
記
事
よ
り
一
部
抜
粋
） 

       

      

介
護
保
険
制
度
の
負
担
増
に
向
け
た
議

論
が
10
日
、
厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
審

議
会
介
護
保
険
部
会
で
再
開
さ
れ
た
。
昨
年

末
か
ら
２
度
先
送
り
さ
れ
た
結
論
に
つ
い

て
は
、
来
年
４
月
の
介
護
報
酬
改
定
を
控
え
、

今
年
末
ま
で
に
出
す
方
針
だ
。
人
手
不
足
で

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
が
必
要
な
一
方
、
少

子
化
対
策
の
た
め
の
財
源
確
保
も
求
め
ら

れ
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
る
。 

負
担
増
で
焦
点
と
な
る
の
は
、 

①
利
用
料
を
２
割
負
担
す
る
利
用
者
拡
大 

            

      ②
65
歳
以
上
の
高
所
得
者
保
険
料
引
上
げ 

③
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
の
多
床
室
の 

室
料
全
額
負
担 

の
３
点
。 

 

厚
生
労
働
省
は
２
割
負
担
の
対
象
拡
大

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
「
被
保
険
者
の
年
収

上
位
20
％
」
ま
で
を
「
30
％
」
ま
で
に
広

げ
る
案
を
提
示
。
～
同
省
は
、
仮
に
上
位

30
％
ま
で
拡
大
す
る
と
、
75
歳
以
上
の
単

身
世
帯
で
は
年
収
220
万
円
以
上
が
対
象
に

な
る
と
す
る
。 

 

 
 

★ 
 
 
 

★ 
 
 
 

★ 
 
 
 

★ 
 
 
 

★ 
 
 
 

★ 

（
感
想
）
大
半
は
無
事
に
見
つ
か
っ
た
、
9.6
％
は
１
週
間
以
内
に
見
つ
か
っ
た
、
の
記
述
は

早
く
見
つ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

で
も
、
見
つ
か
る
ま
で
の
家
族
の
焦
燥
感
や
死
亡
し
て
見
つ
か
っ
た
人
の
数
な
ど
を
考
え

る
と
、
こ
の
統
計
の
意
味
す
る
重
さ
を
考
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

 

〈
気
に
な
っ
た
新
聞
報
道
か
ら
〉 

 

認
知
症
の
行
方
不
明
者  

 

棚
上
げ
さ
れ
て
い
た
介
護
保
険
の
負
担
増
を
狙
う
議
論
再
開 

●
介
護
保
険
の
負
担
増 

議
論
再
開
●
（
朝
日
新
聞
7
月
11
日
付
よ
り
抜
粋
） 

～
利
用
者
２
割
負
担
の
対
象
拡
大 

年
末
に
も
結
論
～ 

 

 
 
 

★ 
 
 
 

★ 
 
 
 

★ 
 
 
 

★ 
 
 
 

★ 
 
 
 

★ 

 

「
家
族
の
会
」
で
、
昨
年
末
ま
で
署
名
や
地
方
自
治
体
な
ど
に
働
き
か
け
、
一
旦
は

先
送
り
に
な
っ
た
介
護
保
険
の
負
担
増
の
議
論
が
再
び
始
ま
り
ま
し
た
。
花
俣
副
代

表
が
審
議
会
の
議
論
で
頑
張
り
ま
す
。
注
目
し
、
応
援
し
ま
し
ょ
う
。 

 

〈

編 

集 

後 

記

〉 

 

今
月
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
、
9
月
17

日
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
す
る
た
め
特
別
編
集
と
し
ま
し
た
。

渡
辺
先
生
の
連
載
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
了
解
く
だ
さ
い
。（
田
部
井
） 
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